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情報知能学科（旧：コンピュータ科学科） ディプロマ・ポリシー 

情報知能学科では、情報科学部ディプロマ・ポリシーに基づき、専門学術の基礎と実践力を継承できるよう、

学科として下記に掲げる能力を備えていると判断できる学生に対して卒業を認定する。 

 

(A)  情報システムの社会における位置づけ、様々な分野に及ぼす影響を理解するとともに、それらのシステム

に関わる業務の従事者として社会に果たすべき役割と責任を自覚し行動できる。〔情報技術者の位置付け

と役割を理解し、行動できる能力〕 

(B)  知能情報技術、ソフトウェア構築技術、組込みシステム技術、コンピュータ基盤技術等に関連する理工学

の基礎知識を持ち活用できる。〔知能情報技術などのベースとなる理工学を理解し、活用できる能力〕 

(C)  知能情報技術、ソフトウェア構築技術、組込みシステム技術、コンピュータ基盤技術等の基本を理解し、

これらを現実の問題解決に応用できる。〔知能情報技術などの基礎を理解し、応用できる能力〕 

(D)  正確かつ論理的に情報を伝えるコミュニケーション能力を持ち、日本語での文書作成、口頭発表および討

論等の対話ができる。〔コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力〕 

(E)  与えられた課題を解決するために、情報を収集・整理・分析して、問題解決のための計画・方策を立案し、

継続的かつ協働的に推進できる。〔情報収集・分析および計画立案・遂行による問題解決能力〕 
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